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１ みなさん大丈夫ですか？

◎お問い合わせはお近くの農協まで◎
ＪＡおおぞら本店 52-3813 ＪＡ内浦町 72-2678 ＪＡすずし中央支店 82-6400

〃 輪島支店 23-1220 ＪＡすずし営農経済センター 〃 宝立支店 84-1311
〃 穴水支店 52-1172 82-7505
〃 門前支店 42-0514 〃 西海支店 87-2014
〃 能都支店 62-2130 〃 日置支店 86-2211 奥能登農林総合事務所26-2323
〃 柳田支店 76-1236 〃 三崎支店 88-2041 珠洲農林事務所 82-3113

ＪＡ町野町 32-1107 〃 正院支店 82-0409

芽が赤い

男爵

きたあかり

消費者の方から、キタアカリを注文した
ら男爵が届いたとの連絡がありました。

みなさんは間違えてはいないと思いま
すが、念のため注意しましょう！

きたあかり

男爵

【主な違い】

きたあかりは、男爵と比較して芽が赤く、外見、
中身が黄色がかっている

２ 今月の生産者（Ｎｏ．４）

山岸 好子 さん
（能登町曽又）

～山岸さん流の顔見えのコツ～

（１） 自分が買って食べるという立場で生産
→ 自分だったら買うかな？を常に考えながら生産しています。鮮度第一をモットーにしています。
→ そのおかげで、顔見えから発展して、金沢市内のスーパーとの取引につながっています。

（２） 常に新しい品目に挑戦
→ 一番自分に合い、この土地に合う椎茸をメインにしています。椎茸の品種も研究してきました。椎茸は、世話
をすればするほど答えてくれる品目です。

→ 里芋や人参にも挑戦しましたが、土地、そして自分に合うものを見つけることは難しいです。

（３） 自分の経営に合うかを見極める
→ 水稲栽培がメインの経営なので、水稲と重ならないような作業にしています。
→ １回の出荷で終わらせるのではなく、せめて１週間出荷を続けられる品目にしています。

主力商品の干し椎
茸のスライスです

表示も完璧！

乾燥機、スライサーを含め、すべての
機材がそろっています。

当然ながら、作業小屋は整理整頓され
ています。

農家と関係機関がお互いに一緒になって取り組むこと
が大切です！


